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株式会社三菱 UFJ 銀行 

 

大阪ガス株式会社で「トランジションローン」を成約 

 

株式会社三菱 UFJ 銀行（取締役頭取執行役員 半沢
はんざわ

 淳一
じゅんいち

、以下「当行」）は、大阪ガス株式会社

（代表取締役社⻑ 藤原
ふじわら

 正隆
まさたか

 、以下「同社」）との間で、当行をアレンジャーとするトランジショ

ンローンに関するシンジケーション方式のタームローン契約（以下「本ローン」）を締結いたしまし

た。本ローンは、当行がアレンジャーを務めるシンジケーション方式のトランジションローンとし

ては、第１号案件となります。 

 

同社は、これまでの天然ガス利用拡大の取り組みに加えて、再生可能エネルギーや水素を利用し

たメタネーションなどによる都市ガス原料の脱炭素化、及び再生可能エネルギー導入を軸とした電

源の脱炭素化によって、2050 年のカーボンニュートラル実現を目指しており、実現に向けた取り組

みを示すために「カーボンニュートラルビジョン」を公表しています。 

 

本ローンは、同社が 2022 年に策定し、DNV ビジネス・アシュアランス・ジャパン株式会社から第

三者評価を受けたグリーン／トランジション・ファイナンス・フレームワークに準拠しています。

本ローンによる資金使途は、同フレームワークにおいてトランジション戦略・目標の実現に貢献す

るプロジェクトとして位置づけられております。 

 

 

 

＜本ローンの概要＞ 

融資実行日   2023 年 1 月 16 日 

アレンジャー/エージェント 株式会社三菱 UFJ 銀行 

 組成金額   150 億円 

 資金使途 借入人策定のグリーン／トランジション・ファイナンス・フレ

ームワークに則った設備資金（姫路天然ガス発電所の建設資金） 

  

◆同社グリーン／トランジション・ファイナンス・フレームワークは以下をご参照ください。 

https://www.osakagas.co.jp/company/press/pdf/220310_1_1.pdf 

 

 

＜プロジェクト概要＞ 

設備名称：姫路天然ガス発電所 

発電方式：ガスタービンコンバインドサイクル方式 

燃料  ：天然ガス（LNG） 

発電規模：124.52万kW（62.26万kW×2基） 

 

◆詳細は以下の同社プレスリリースをご参照ください。 

https://www.osakagas.co.jp/company/press/pr_2019/1282494_40360.html 

https://www.osakagas.co.jp/company/press/pdf/220310_1_1.pdf
https://www.osakagas.co.jp/company/press/pr_2019/1282494_40360.html


株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループは、「MUFG Way」の中で「世界が進むチカラに  

なる。」を存在意義（パーパス）と定め、持続可能な環境・社会の実現に向けて、お客さまをはじめ

とする全てのステークホルダーの課題解決のための取り組みを進めています。引き続き、お客さま

のカーボンニュートラルの達成に向けたトランジションの基盤構築・ファイナンス提供をはじめ、

ESG の取り組みを支援し持続的な成長を後押しすることで、環境・社会課題の解決に貢献してまい

ります。 

 

 

以 上 

 


